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地 域 連 携 病 院 �「 社 会 医 療 法 人  川島会 川島病院」
今回は、徳島市北佐古一番町にある川島病院をご紹介します。

「地域医療連携」に
ついて

徳島大学病院患者
支援センターでは、大学
病院と地域の医療機関
との円滑な橋渡しをめざ
して、大学病院での高
度先進医療から、患者さ
んがお住まいの地域の
診療機関と連携し、在宅
療養へと継続できるよう
サポートしています。

社会医療法人 川島会
川島病院
徳島県徳島市北佐古一番町6-1
TEL.088-631-0110
■説明は

（前列右から）大下 千鶴（おおした 
ちづる）看護部長、西内 健（に
しうち たけし）院長、田中 リエ（た
なか りえ）MSW、

（後列右から）西分 延代（にしぶん 
のぶよ）看護師長、末綱 麻由
美（すえつな まゆみ）MSW、三橋 
浩美（みつはしひろみ）MSW

徳大病院ニュース
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テーマ  冬に不足しがちな栄養素　～葉酸～
赤血球を作るビタミンの一つ「葉酸」。
今回は、葉酸を多く含む冬野菜、「ほうれん草」と「ブロッコリー」の簡単メニューを
ご紹介します。

回答は
栄養部／山田 静恵

（やまだ しずえ）

【材料（１人分）】 卵1個、ほうれ
ん草40g、玉ねぎ15g、スライス
ベーコン15g、とろけるチーズ10g、
牛乳大さじ1、塩・こしょう少々、ミ
ニトマト2個、バター小さじ2（8g）、
ケチャップ小さじ2

ほうれん草のオープンオムレツ ブロッコリーとささみのマスタード和え

【材料（１人分）】
ブロッコリー 60g
鶏ささ身 20g
人参 20g
マヨネーズ 小さじ2
粒マスタード

小さじ1/2
【栄養量】エネルギー108kcal、
たんぱく質7.7g、塩分0.4g

ちょっと一言 食事に好き嫌いがなければ不足することはまれですが、寒くなると体を温めるために赤血球が多く使われるので、貧血予防にも
冬場は特に積極的に摂りたい栄養素の一つです。他におすすめの野菜は、グリーンアスパラや春菊などです。

【作り方】①ブロッコリーは小房に、人参は小さめの
乱切りにしてやわらかく茹でる｡
②鶏ささ身は、耐熱皿に入れ、酒少々をふりかけて
軽くラップをしたら、電子レンジで1分加熱する。冷め
るまでそのままにしておき、冷めたら、細く割く。
③マヨネーズと粒マスタードを混ぜてなじませ、鶏ささ身、
ブロッコリー、人参を入れて混ぜ合わせ、器に盛る。

【栄養量】エネルギー260kcal、
たんぱく質12.3g、塩分1.4g

このコーナーでは、徳島大学病院が徳島県や他の医療機関の皆さ
ま等と協力し、患者さんへのよりよい医療の提供を目指してすすめ
ている、様々な取り組みについて取り上げます。

地域連携の部屋

問い合わせは
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■“蛋白尿から腎移植まで”
社会医療法人川島会は、川島病院を中心に

県内の６つのサテライト透析室で診療を行っ
ています。昭和51年に透析室を開設して以来、
"蛋白尿から腎移植まで"をモットーとして診療
を続け、腎不全治療の専門病院として血液透
析、腹膜透析、腎移植を合わせ約1,200名の末
期腎不全患者さんの診療にあたっています。ま
た、新たな診療科の開設と充実にも努め、現在
では腎臓内科、循環器科、糖尿病内科、泌尿器

科、消化器内
科、整形外科、
血 液内科な
どを中 心 に
各専門領域
の診 療に力
を注いでいま
す。

■新病院への移転
今年8月には、旧病院の100m北の新病院に

全面移転し、透析室も含めた腎センターも開設
しました。また、同時期から消化器内視鏡検査・
治療、整形外科手術、血液内科など新たな分野
の診療も開始しています。新築に伴い、ロボット
手術機器、256列CTなど多くの医療機器も導
入しており、今後も更に診療体制の充実を図っ
ていく予定です。

■災害時にも変わらぬ医療を
川島病院は徳島県の透析災害基幹病院で

あり、災害時には対策本部が設置されることが
想定されます。新病院は１階柱頭免震構造と

し、診療部門は２階以上に、熱源・電気・厨房
などの設備は最上階に配置しています。また、
エレベーター1基は浸水の可能性のある１階を
経由せず、１階が浸水しても入院患者さんの移
動、食事提供が容易にできるよう配慮するな
ど、新病院は透析医療をはじめとする医療を大
災害時にも継続可能な構造となっています。

■切れ目のない支援を
川島病院

地域連携室
は、平成18年
に設置以来、
地域の医療
機関や福祉
施設と連携
を深めるこ
とにより、患者さんにとって有益で効果的な医
療・福祉サービスが提供できるよう尽力してき
ました。療養中の患者さんやそのご家族の様々
な悩みや不安に関する相談を聞き、切れ目のな
い支援が受けられるよう、適切な機関へ紹介す
るなど、患者さんが住み慣れた地域で健やかに
安心して暮らしていくために、よりよい解決法
を一緒に考えています。

■徳島大学病院との連携
現在、川島病院には、徳島大学病院から多く

の診療科の医師が診療支援をしており、また
徳島大学病院で急性期治療を終えた患者さん
の術後リハビリ目的の入院も多く受け入れてい
ます。今後も相互に連携を取りながら地域医
療に貢献することが期待されます。

透析室
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【作り方】
①ほうれん草はゆでて、長さ2㎝程度に切り、玉ねぎは薄くスライス、スライスベー

コンは5㎜幅程度に切っておく。ミニトマトも1個を3枚程度にスライスしておく。
②卵を割りほぐし、①の材料のミニトマト以外を混ぜ合わせる。あとは、牛乳、塩、

こしょうを入れて調味する。
③ミニフライパン（直径16～20㎝程度）にバターを入れ加熱し、②を全部流し入れ

る。上からミニトマトを間隔をあけて置く。火加減は、最初は中火。20～30秒す
ると弱火にして焼き上げていく。蓋があれば焼き上がりは早い。

④食べやすい大きさに切って、器に盛り付け、ケチャップをかける。
2人分以上で作るとオムレツにも厚みがでてきて、きれいに仕上がります。

小児病棟にバルーンアートが届きました
全国の小児病棟へバルーン

アートを送る活動をしている
lucaemma小児病棟プロジェ
クトから、本院小児病棟へかわ
いいバルーンアート（luca）が届
き、令和3年11月30日（火）より
病棟入り口に飾られました。


